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医
療
は
一
つ
の
病
院
・
診
療
所
で

完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
考

え
か
ら
、
現
在
で
は
地
域
で
連
携
し

て
一
人
の
患
者
さ
ん
を
診
て
い
く
医

療
体
制
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

本
院
は
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
関
か
ら
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
の
診
療
を
行

い
、
退
院
後
は
地
域
の
医
療
機
関
な

ど
で
治
療
を
継
続
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
医
療
連
携
体
制
を

よ
り
緊
密
な
も
の
と
す
る
の
が
、
電

子
化
さ
れ
た
診
療
記
録
を
地
域
の
医

療
機
関
で
共
有
す
る「
地
域
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
」で
す
。

　

本
院
で
は
、
す
で
に
平
成

22
年
か
ら
す
べ
て
の
診
療
記

録
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
お

り
、
こ
の
院
内
の
診
療
記
録

を
、
患
者
さ
ん
か
ら
合
意
が

得
ら
れ
た
場
合
に
、
地
域
の

連
携
病
院
・
診
療
所
か
ら
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
形
で

当
シ
ス
テ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。
類
似
の
シ
ス
テ
ム

は
他
の
地
域
で
も
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
が
、「
患
者
基
本
情

報
」「
検
体
検
査
結
果
」「
処
方
」「
医

用
画
像
」な
ど
に
限
定
す
る
こ
と
な

く
、「
検
査
レ
ポ
ー
ト
」「
手
術
記
録
」

「
退
院
時
サ
マ
リ
」
な
ど
、
一
人
の

患
者
さ
ん
に
関
す
る
す
べ
て
の
診

療
記
録
を
共
有
で
き
る
点
が
大
き

な
特
徴
で
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
の

病
態
把
握
や
今
後
の
治
療
に
必
要

と
思
わ
れ
る
情
報
の
み
を
主
治
医

が
選
別
し
開
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
に

配
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
医
療
機

関
の
医
師
は
、
自
身
が
紹
介
し
た
患

者
さ
ん
に
つ
い
て
、
本
院
に
お
け
る

診
療
の
進
捗
状
況
、
検
査
結
果
な
ど

の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
閲
覧

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
た

必
要
な
診
療
記
録
を
　
　  

地
域
の
医
療
機
関
と
共
有

め
、
患
者
さ
ん
は
、
退
院
後
、
地
域

の
医
療
機
関
に
戻
ら
れ
た
場
合
で

も
、
本
院
の
外
来
を
受
診
さ
れ
る
場

合
と
同
じ
く
十
分
な
情
報
の
も
と

で
安
心
し
て
継
続
的
な
治
療
を
受

け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

一
方
で
、
医
療
情
報
は
極
め
て
機

　国立研究開発法人日本医療研究
開発機構（AMED）は、未診断疾患
イニシアチブ（IRUD: Initiative 
on Rare and Undiagnosed 
Diseases）を推進しています。
IRUDとは「希少な疾患や未診断
の疾患に対する先導的な新政策」
という意味で、診断に至っていな
い症例において、「全エクソーム塩
基配列決定」を行い、遺伝子診断
を積極的に行っていこうというも
のです。
　さらに、新規疾患概念の確立、
国際連携可能な国内データネット
ワークの設立などを目標としてい
ます。IRUDでは、かかりつけ医か
ら拠点病院への紹介、拠点病院で
の診断委員会の開催、解析拠点へ
の依頼という流れをスムーズにす
る連絡体制を構築します。
　本院は関西・中国・四国地区の
拠点病院となっており、IRUD運
営委員会を設置して、遺伝子診療
部、難病医療推進センター、及び
循環器内科、神経内科・脳卒中科、
小児科等の関連する診療科と連携
し、IRUDを診療に活かしていく
ことを目指します。　　
　診断がつかない家系例などのご
相談をいただければ幸いです。

「地域医療連携システム」が稼働

　

本
院
は
平
成
５
年
に
中
之
島
か

ら
現
在
の
吹
田
に
移
転
し
、
23
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
医
療

ニ
ー
ズ
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま

し
た
。
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
さ

ら
な
る
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現
在
の
病

院
を
創
り
か
え
て
将
来
に
備
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
25
年
度
か
ら
院
内
に
再
開

発
委
員
会
、
事
務
組
織
と
し
て
再
開

発
企
画
整
備
室
を
立
ち
上
げ
て
検

討
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
再
開
発

の
基
本
構
想（
コ
ン
セ
プ
ト
、
敷
地

　

本
院
の
診
療
記
録
を
地
域
の
連
携
病
院
・
診
療
所
に
開
示
で
き
る「
地

域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
」
が
稼
働
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
病
態
や
治
療

内
容
・
状
況
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
退
院
後
の
継
続
的
治
療
を
は
じ

め
と
す
る
、
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
が
期
待
で
き
ま
す
。

密
性
の
高
い
個
人
情
報
で
あ
る
た

め
、
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
高
レ
ベ
ル
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
必
要
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
レ
ベ
ル
に
関
係
な
く
多
様
な

リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
異
な
る
独
自
の

専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
外

部
か
ら
の
侵
入
を
防
い
で
い
ま
す
。

独
自
の
専
用
　
　
　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

医療情報部の松村泰志部長地域医療連携システムのイメージ図

利
用
計
画
、
資
金
計
画
等
）が
策
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
之
島
か
ら
移
転
し
た
時
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

の
電
子
化
を
掲
げ
た
「
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
日
本
は
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
、
医
療
は
日
々
進
歩
を
続

け
、
医
療
ニ
ー
ズ
は
刻
々
と
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
変
化
を

し
な
や
か
に
受
け
止
め
人
々
に
貢

献
す
る
想
い
（
左
図
）
を
こ
め
て
、

「Futurability　

待
ち
遠
し
く

な
る
未
来
へ
。」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
掲
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な

お
、「Futurability

」
は「future

」

と「ability

」を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
言

葉
で
、
独
自
性
を
保
つ
た
め
商
標
登

録
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
再
開
発
計
画
で
は
こ
の

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
現
在
の
地
に

留
ま
り
、
既
存
の
枠
組
み
で
は
な
く

一
か
ら
可
能
性
を
考
え
、
予
想
外
の

展
開
に
も
応
え
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
育
み
、
病
院
に
関
わ
る
す
べ
て
の

人
が
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
な
病

院
を
創
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
病

院
の「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
ス
ピ

タ
ル
」の
概
念
を
拡
大
し
、「
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」を
構
築
す
る
こ
と
で
今
よ

り
も
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
で
き

る
、
地
域
に
生
き
世
界
に
伸
び
る
阪

大
病
院
を
創
る
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
野
口
病
院
長
、
木

村
副
病
院
長（
再
開
発
担
当
）に
よ
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
全
部
署

に
対
し
て
将
来
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
現

在
、
病
院
長
、
副
病
院
長
、
病
院
長
補

佐
か
ら
構
成
さ
れ
る
再
開
発
コ
ア

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
基
本
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
進
捗
状
況
を
本
紙
面
上
で
適

宜
報
告
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　国際医療センターは、８月26日
にブラジルのサンパウロ市におい
て、第９回大阪大学国際医療シン
ポジウム「Go Global!! 9」をサンタ
クルース病院と合同で開催しまし
た＝写真。当日は、来賓の在サンパ
ウロ日本国総領事館 中前隆博総領
事にもご出席いただき、現地の演
者、日本側の演者各７名による講
演が行われました。参加人数100
名を超える大盛況の中、日本とブ
ラジルの医療情報の共有が行われ
ました。
　当センターでは、大阪大学の医
療の海外発信と国際交流を目的と
して、本学の海外拠点（サンフラン
シスコ・上海・グローニンゲン・バ
ンコク）や国内でシンポジウムを開
催してまいりましたが、今回は海
外拠点以外の場所での初めての開
催となりました。本院の取り組む
医療の国際化への認知を海外に拡
げ、医療従事者間の交流や海外医
療機関との連携などの発展に引き
続き貢献していきたいと考えてい
ます。

平成28年度市民フオーラム
これからの未来医療～未来医療、新時代！！～

臨床研究中核病院市民フオーラム　参加者募集
未来の医療の実現に向けて、臨床研究や再生医療の話をやさしくわかりやすくお話します

参加費
 無料！

要事前申込み

　本院は、発達障害の子どもに正確な診断と

適切な治療を提供してきました。しかし、患

者数は増加し、さらに、中高生等にも対処す

る必要性が生じてきています。そこで、小児

科、神経科・精神科、産科及び子どものこころ

の分子統御機構研究センターなどが連携し、

発達障害児の診療を推進することを目的に、

子どものこころの診療センターを設置いたし

ました。発達障害に関して、発達や心理面、脳

機能の評価、心理教育、精神療法、投薬治療を

行い、包括的に「子どものこころの課題」につ

いて対処します。また、必要に応じて、学校や

地域との連携を図り、地域貢献も行っていき

ます。

（平成28年12月1日就任）

● 子どものこころの診療センター長

大
おおぞの

薗 惠
けいいち

一

新診療科長等ごあいさつ

申込み方法・お問合せ

要事前申込み／定員300名   受付先着順  2月3日（金）締切！

日時

場所 

郵送またはメール、FAXで、❶お名前（ふりがな） ❷ご住所 ❸性別 ❹
年齢 ❺連絡先（メールアドレス・電話番号・FAX番号） ❻質問（任
意）を明記の上、下記あて先までお申込みください。

再
開
発
計
画
始
動
!

IRUD運営委員会について

国際医療シンポジウム@サンパウロ

QRコードからも
御確認いただけます

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘2番15号

大阪大学医学部附属病院 教育研究支援課　総括係 

「市民フォーラム事務局」

soukatu-event@dmi.med.osaka-u.ac.jp

06-6210-8279 

06-6210-8281

http://www.hosp.med.osaka-u.ac.jp/

メール

FAX

TEL

 HP

郵送

より強固な医療機関連携が可能に

ひとりの人にとって、１０年後が待ち遠しいこと。
社会にとって、１００年後が待ち遠しいこと。
そんな世界にするために、医療に何ができるだろうか。

これから、人はますます多様な価値観を持つようになる。 
社会はそのひとつひとつを認めるようになっていく。

人の想いを第一に考える医療へ。 
様々な幸福感を適えられる医療へ。
必要なのは、新たに生まれる課題に向き合い、新たな方法で解決し続けること。
最先端の技術、地域コミュニティ、医学と医療の結びつき・・・

Futurability

阪大病院は、いつの時代も、 
今だけでなく数十年先までを見通し、答えを出す。 
既存の枠組みでなく、ーから可能性を考える。 
予想外の展開にも応える、ポテンシャルを育んでいる。

すべての人が、自分らしい未来を選択できるように。

　

当
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
今
年
か
ら

開
始
し
、
閲
覧
で
き
る
医
療
機
関
を

徐
々
に
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

医
療
情
報
部
の
松
村
泰
志
部
長
は
今

後
の
目
標
に
つ
い
て
、「
運
用
方
法
や

ル
ー
ル
な
ど
を
検
証
し
な
が
ら
、
地

域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
あ
る
べ
き

姿
を
模
索
し
、
よ
り
良
い
地
域
医
療

の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
・
確
立

し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

Futurability　待ち遠しくなる未来へ。
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放
射
線
治
療
は
、
手
術
や
化
学
療

法
と
並
ぶ「
が
ん
治
療
」の
柱
で
、
安

心
・
安
全
に
切
ら
ず
に
治
そ
う
と
す

腎
臓
内
科

　

腎
臓
は
か
ら
だ
の
水
分
量
や
電

解
質（
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム

な
ど
）の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
場

所
で
あ
る
と
と
も
に
、
数
種
類
の
ホ

ル
モ
ン
を
作
っ
て
い
る
重
要
な
臓

器
で
す
。
腎
臓
内
科
が
対
象
に
し
て

い
る
患
者
さ
ん
は
、
健
康
診
断
な
ど

で
軽
度
の
蛋
白
尿
・
血
尿
が
見
出
さ

れ
た
方
か
ら
、
多
量
の
蛋
白
尿
に
よ

り
浮
腫
を
き
た
し
て
い
る
方（
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
）、
腎
機
能
が
低
下
し
て
い

る
方
、
腎
代
替
療
法（
血
液
透
析
、
腹

膜
透
析
、
腎
移
植
）が
必
要
な
方
、
電

解
質
の
異
常
を
き
た
し
た
方
な
ど

で
す
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
膠
原
病
な

ど
全
身
の
疾
患
に
伴
っ
て
腎
障
害

を
き
た
す
こ
と
も
多
く
、
逆
に
慢
性

腎
臓
病
は
心
臓
の
病
気
や
脳
卒
中

に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
科
で
は
高
い
専
門

性
と
と
も
に
、
総
合
医
と
し
て
の
幅

広
い
知
識
を
も
と
に
治
療
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

当
科
の
外
来
診
療
は
内
科
西
外

来
に
あ
る
３
つ
の
診
察
室
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。
先
に
挙
げ
た
疾
患
の

診
療
に
加
え
、
腹
膜
透
析
外
来
や
腎

代
替
療
法
選
択
外
来（
透
析
が
将
来

必
要
と
な
る
患
者
さ
ん
に
、
血
液
透

析
と
腹
膜
透
析
の
特
徴
を
詳
し
く

説
明
し
た
う
え
で
選
択
い
た
だ
く

外
来
）
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
血
液

透
析
は
外
来
で
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
腹
膜
透
析
の
外
来
通
院
診
療

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

入
院
に
つ
い
て
は
東
３
階
病
棟

に
20
床
の
病
床
が
あ
り
ま
す
。
慢

性
・
急
性
腎
炎
の
診
断
と
治
療
方
針

決
定
に
重
要
な
腎
生
検
は
年
間
50

件
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。
他
の
診
療

科
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
、
他
疾
患
で
入
院
さ
れ

て
お
り
腎
障
害
が
あ
る（
あ
る
い
は

腎
障
害
を
起
こ
し
た
）患
者
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

当
科
の
最
大
の
特
徴
は
、
血
液
浄

化
療
法
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

平
成
27
年
に
14
床
に
増
床
し
た
血

液
浄
化
部（
腎
臓
内
科
の
ス
タ
ッ
フ

が
兼
任
）で
は
慢
性
腎
不
全
患
者
さ

ん
の
血
液
透
析
導
入
、
維
持
透
析
患

者
さ
ん
の
他
科
入
院
中
の
透
析
、
院

内
発
生
の
急
性
腎
障
害
へ
の
緊
急

透
析
の
ほ
か
、
自
己
免
疫
疾
患
に
対

す
る
血

け
っ
し
ょ
う
漿
交
換
療
法
や
炎
症
性
腸

疾
患
に
お
け
る
白
血
球
除
去
療
法

な
ど
を
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
積
極

的
に
介
入
し
、
現
時
点
で
ベ
ス
ト
な

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
尽
力
し

て
い
ま
す
。「
I
g
A
腎
症
に
対
す

る
扁
桃
摘
出
・
ス
テ
ロ
イ
ド
パ
ル
ス

療
法
」、「
多
発
性
嚢
胞
腎
や
難
治
性

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
に
対
す
る
先
進
医
療
」

の
導
入
も
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
会
活
動
、
講
演
会
な
ど
を
通

じ
て
地
域
診
療
の
中
で
慢
性
腎
臓

病
に
つ
い
て
の
教
育
普
及
活
動
を

意
欲
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
腎
疾
患

の
患
者
会（
腎
友
会
）
の
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
新
規
治
療
薬
が

保
険
適
応
に
な
っ
た「
多
発
性
嚢
胞

腎
」に
関
す
る
患
者
勉
強
会
を
活
発

に
行
う
な
ど
患
者
教
育
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

当
科
で
は
最
新
の
知
見
を
臨
床

の
場
に
活
か
せ
る
医
療
の
実
践
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
多
く
の
腎
疾
患
に
関
し
て

高
い
専
門
性
と
幅
広
い
知
識
で

腎
臓
病
の
集
学
的
治
療
を
め
ざ
す

チーム医療で低侵襲の治療を
多職種スタッフの連携で治療ゴールをめざす

る
低
侵
襲
の
治
療
法
で
す
。
当
部
で

は
多
く
の
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
照

射
を
行
っ
て
お
り
、
リ
ニ
ア
ッ
ク

（
直
線
粒
子
加
速
器
）
を
も
ち
い
て

Ｘ
線
を
体
の
外
部
か
ら
照
射
す
る

「
外
部
照
射
治
療
」や
、
密
封
さ
れ
た

放
射
線
同
位
元
素
を
体
の
内
部
か

ら
照
射
す
る「
小
線
源
治
療
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

外
部
照
射
治
療
は
、１
９
８
８
年

か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
軽
量
の

リ
ニ
ア
ッ
ク
を
搭
載
し
た
放
射
線

治
療
装
置「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
」
に

よ
る
治
療
を
開
始
し
て
お
り
、

２
０
１
４
年
１
月
に
導
入
し
た
機

種
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
の
体
内
で
呼

吸
に
よ
り
移
動
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
自
動
的
に
追
尾
し
な
が
ら
照
射

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
放
射
線
を
が
ん
病
巣
の
形
に
合

わ
せ
て
照
射
で
き
る
強
度
変
調
放

射
線
治
療（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
な
ど
の
高

精
度
放
射
線
治
療
も
積
極
的
に
行

う
な
ど
、
正
常
組
織
へ
の
線
量
投
与

を
低
減
し
つ
つ
、
病
巣
に
十
分
な
線

量
を
投
与
で
き
る
治
療
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。
回
転
し
な
が
ら
治

療
し
照
射
時
間
も
短
縮
で
き
る
新

機
種
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
も
５
月
以
降

に
稼
働
予
定
で
す
。

　

一
方
、
小
線
源
治
療
は
、
放
射
線

治
療
装
置「
マ
イ
ク
ロ
セ
レ
ク
ト
ロ

ン
Ｈ
Ｄ
Ｒ
」
を
も
ち
い
て
、
小
さ
な

線
源
を
遠
隔
操
作
で
体
内
に
挿
入

し
照
射
し
ま
す
。
体
内
か
ら
が
ん
に

直
接
働
き
か
け
、
周
囲
の
正
常
組
織

に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
で
、
よ
り
病
巣
部
に
限
定
し
た

高
精
度
な
治
療
が
行
え
ま
す
。

　

当
部
で
は
、
放
射
線
治
療
医
が
診

察
、
診
療
放
射
線
技
師
が
照
射
、
医

学
物
理
士
が
治
療
計
画
や
設
備
管

理
、
看
護
師（
が
ん
放
射
線
療
法
看

護
認
定
看
護
師
を
含
む
）が
ケ
ア
を

担
当
し
、
事
務
職
員
と
も
力
を
あ
わ

せ
て
、
緊
密
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
患

者
さ
ん
の
治
療
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
外
科
手
術

が
難
し
い
と
さ
れ
る
高
齢
の
患
者

さ
ん
に
対
す
る
放
射
線
治
療
も
急

増
し
て
い
ま
す
。
小
川
和
彦
部
長

は
、「
放
射
線
は
怖
い
、
不
安
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
多
職
種
で
連
携
し
て
患
者
さ

ん
に
安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
い

た
だ
け
る
体
制
と
環
境
を
整
え
て

い
ま
す
。
治
療
法
の
選
択
肢
も
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

11/22　消防訓練

12/22　クリスマスコンサート
は
、
根
治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
う
し
た
状

況
下
で
長
期
的
に
病
と
向
き
合
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
患
者

さ
ん
に
全
人
的
な
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

10/14　ANA航空教室

12/10　市民公開フォーラム

12/20クリスマスイベント

腎臓内科のメンバー

ス
パ
イ
ス
＆
ス
マ
イ
ル
御
膳

　
今
年
度
も
入
院
患
者
さ

ん
を
対
象
と
し
て
病
院
食

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。満
足
度

に
関
す
る
項
目
で
は『
満

足
』『
や
や
満
足
』『
普
通
』

を
合
わ
せ
て
、一
般
治
療

食
81
％
、
特
別
治
療
食

94
％
と
高
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
栄
養
管
理
室
で
は
、「
お

病院食アンケート結果

す
す
め
御
膳
」な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
食
や

行
事
食
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
お
り
、

今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
そ
れ
ら
に

つ
い
て
も
調
査
し

ま
し
た
。
特
に
好

評
だ
っ
た
行
事
食

は
、
１
位「
正
月
」

＝
写
真
、２
位「
端

午
の
節
句
」、３
位

「
ひ
な
ま
つ
り
」
で
し
た
。

ま
た
、「
入
院
中
の
ス
ト
レ

ス
解
消
に
な
っ
た
」「
退
院

の
目
標
に
で
き
た
」な
ど
嬉

し
い
ご
意
見
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
本
院
で
は
今
後
も
患
者

さ
ん
に
よ
り
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
病
院
食
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
。

栄養マネジメント部スタッフが

患者さんの笑顔を願って考えました

放
射
線

治
療
部

機能が一新された治療計画装置

テーマは「スマイル」♪

西
田
ひ
か
る
さ
ん
が
来
院
さ
れ
ま
し
た
！

クリスマスコンサート

栄養管理室
直送メニュー

★カレーピラフ
★チキンカツ
★スープ
★サラダ
★フルーツ


